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ゲッティー美術館所蔵イヴォンヌ・レイナー・コレクションのうち『Trio A』、『Chair/Pillow』を巡る記録写真、スコア、公演ポスター、レイナーによる振付メモ、
『グランド・ユニオン・ドリームズ』（1971年初演） 2010年再演記録資料／ポストモダンダンス関連の書籍／『The Mind is a Muscle』の舞台再構成　など
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二〇一七年度 研究プロジ クト
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1990年　103分　米国　日本語字幕付
監督：イヴォンヌ・レイナー

中年女性の更年期をテーマに性的アイデンティティ、人種、階級の不平等に
ついて迫るイヴォンヌ・レイナー監督作品の上映を
同志社大学寒梅館でも同時開催します。

日時 年 月 日 開場
＊上映終了後、本研究会主催・中島那奈子とゲストを迎えてのトークを行います。

Tel：075-251-3270（平日 9:00‒11:30/12:30‒17:00、土･日･祝閉室）
E-mail：ji-gakse@mail.doshisha.ac.jp 　http://d-live.info/

主催：同志社大学今出川校地学生支援課　作品提供：山形国際ドキュメンタリー映画祭

会場：同志社大学寒梅館ハーディーホール（京都市上京区御所八幡町 103　同志社大学寒梅館）
料金：1,000円（予約不要）

『特権』上映に関するお問合せ：同志社大学今出川校地学生支援課

同
時
開
催

白川通から春秋座（人間館1F）へは
瓜生館エレベーターをご利用いただけます。

白川通 大階段 カフェ

瓜
生
館

EV

※駐車場はございませんので、お車・バイクでの来場はご遠慮ください。
◎京阪電車出町柳駅から叡山電車に乗り換え、茶山駅下車（徒歩約10分）

◎京都市営地下鉄丸太町駅・北大路駅から
　京都市バス204循環に乗車（約15分）、「上終町・京都造形芸大前」下車

◎JR・近鉄京都駅、京阪三条駅、阪急河原町駅から
　京都市バス5番「岩倉」行き乗車、「上終町・京都造形芸大前」下車
　（京都駅から約50分、三条駅・河原町駅から約30分）

「舞台芸術の創造・受容のための領域横断的・実
践的研究拠点」は、京都造形芸術大学・舞台芸
術研究センターが母体となり、文部科学省「共
同利用・共同研究拠点」の認定を受けて 2013 年
度に設置された研究拠点です。
www.k-pac.org/kyoten/

© Dia Art Foundation
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（平日 10:00-17:00）お 京都造形芸術大学 共同利用・共同研究拠点事務局（舞台芸術研究センター内）
〒606-8271 京都市左京区北白川瓜生山 2-116　京都造形芸術大学　Tel: 075-791-9144　Fax:075-791-9438
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イヴ ンヌ・レイナ シ イン
年 月 日 日

※出演者詳細はウェブサイトにて発表します。

レイナーによる1960年代の代表作『Trio A』（1966年初演）及び『Chair/Pillow』（1969年初演）
を、2010年よりイヴォンヌ・レイナーと共に活動するEmmanuèle Phuon氏をコーチングに迎
え、関西のダンサーとのワークショップを経てショーイング上演します。
10月11日（水）には、ワークショップも展示空間にて開催します。

映像上映
年 月 日

※詳細な上映スケジュールはウェブサイトにて発表します。

フ リン ス・ア ・フ ク イヴ ンヌ・レイナ の生
2015年　86分　米国　日本語字幕付
監督：ジャック・ウォルシュ／字幕制作:アテネ・フランセ文化センター
出演：イヴォンヌ・レイナー、スティーヴ・パクストン、シモーネ・フォルティ、ルシンダ・チャイルズ、キャロリー・シュニーマンほか 

2017年3月に本研究会で日本初公開を迎えた、イヴォンヌ・レイナーのドキュメンタリー映画。

1969年　48分
米国　白黒サイレント　
監督：イヴォンヌ・レイナー

“Hand Movie” 1966年 5分　
“Volleyball”(Foot Film) 1967年 10分　
“Rhode Island Red” 1968年 10分　
“Trio Film” 1968年 13分　
“Line” 1969年 10分　

1966年から1969年にかけて撮影されたレイナーの5つの初期短編映画。
『The Mind is a Muscle』内でも上映されたもの。

ミハイル・バリシニコフの「ホワイト・オーク・ダンス・プロジェクト」に振り付けたレイナーのダン
ス作品と、オスカー・ココシュカ、アドルフ・ロース、アーノルド・シェーンベルク、ルートヴィヒ・
ヴィトゲンシュタインによるテキストを組み合わせ構成した映像作品。

2002年　31分　米国　
振付：イヴォンヌ・レイナー

レクチ
年 月 日 日

大 演劇 館 研究
美 ・舞 大 大 会 研究 教

三 京 代美術館 研究

イヴォンヌ・レイナーは1966年に、『The Mind is a Muscle』というパ
フォーマンスの中で初めて『Trio A』 を発表しました。この作品の「レク
チャー」という最後の部分では、『Trio A』 の振付をレイナーがタップ
シューズを履いて踊り、その間に天井から舞台途中までグリッド枠が
降りてくるというものでした。ここでは、この『Trio A』の「レクチャー」
を踏まえて、春秋座での本パフォーマティヴ・エクシビジョンの最終セ
クションとして、老いをテーマに私たちの時代の、ダンスの「レク
チャー」とは何か、問いかけます。

RAINER

Peter Moore, Performance view of Continuous Project - Altered Daily  © Barbara Moore/Licensed by VAGA, New York, NY
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中 ダンス研究・ダンスドラマト ルク
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